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　昨年、議員提案によって提
出・可決された観光立市推進
条例が制定され、今年４月に
は観光担当部長も配置されま
した。これから条例に定めた
観光の振興に関する施策を総
合的に策定する観光立市推進
基本計画について論議するた
め新たに観光立市推進特別委
員会を設置しました。
　また、今年度中に国の主導
で地域版総合戦略の策定を行
う予定ですが、議会としても
積極的に関与すべきとして、
まち・ひと・しごと創生総合
戦略検討特別委員会を設置し
ました。

　４月に実施された市議会議員選挙の結果、初当選議員10名を含め41名の議員が選ばれ、議会
内の様子もかなり変わりました。急速に進む高齢化と少子化、とりわけ人口減少への対策は大き
な課題であり、議会全体でこれらの問題に積極的に取り組んでいきます。
　そして、５月15日には第１回臨時会を開き、新たな会派構成のもとで議長をはじめとする議
会内役職者の選出、議会運営委員、各常任委員の選任などを行いました。

・監査委員
　松　岡　和　行
　永　井　真　人
・�神奈川県内広域水道

企業団議会
　角　井　　　基
・�神奈川県後期高齢者

医療広域連合議会
　加　藤　眞　道
・農業委員会委員
　嘉　山　淳　平
　西　郷　宗　範

議会の
新しい役職者が
決まりました

横須賀の魅力を活かす議論を

　人口減少や少子高齢化の進
展、地域経済の低迷など、私
たちのまち横須賀は様々な課
題に直面しています。時代変
化に呼応して多様化する民意
をいかに汲み取り、市政に反
映するかが、私たち議会の最
大の役割です。
　どこまでも市民目線で『現
場力』『政策力』『発信力』を磨
き、より質の高い議会をめざ
して全員野球で頑張ります！

　横須賀市議会誕生108年
目、第89代の副議長に就任
させていただきました。ちな
みに初代・3代の副議長は、
私の曾祖父に当たります。本
年は、本市の礎となった横須
賀製鉄所創設150周年。先人
の功績を顕彰し、次世代に受
け継いでいく責務を再確認す
るとともに、議長を補佐し、
二元代表制の一翼を担ってま
いります。

議長
板 橋 　 衛

議長あいさつ

副議長
青 木 秀 介

副議長あいさつ

開催日 会議名
８月27日（木） 議会運営
８月28日（金） 本会議、予算決算常任（本会議終了後）
８月31日（月）（予備日）
９月 ２日（水） 教育福祉常任（予決算分科会）、

都市整備常任（予決算分科会）
９月 ３日（木）（予備日）
９月 ４日（金） 総務常任（予決算分科会）、

生活環境常任（予決算分科会）

開催日 会議名
９月 ７日（月）（予備日）
９月 ８日（火） 特別
９月 ９日（水）（予備日）
９月10日（木） 予決算理事会、予算決算常任（11時）
９月11日（金）（予備日）
９月14日（月） 議会運営
９月15日（火） 本会議、予算決算常任（本会議終了後）
９月16日（水）（予備日）
９月18日（金） 予決算分科会（教育福祉、都市整備）
９月24日（木） 予決算分科会（総務、生活環境）
９月25日（金） 予決算分科会（教育福祉、都市整備）
９月28日（月） 予決算分科会（総務、生活環境）
９月29日（火）（予備日）
９月30日（水）（予備日）

 10月 ２日（金） 予決算理事会、予算決算常任（11時）
 10月 ５日（月）（予備日）
 10月 ６日（火） 議会運営、本会議（14時）

＊時間の記載がないものは10時開会です

※第3回定例会請願・陳情の提出締め切りは8月18日17時です。

議会を傍聴してみませんか
本会議や委員会は、誰でも傍聴することができます。
傍聴は、市議会の活動を身近に感じていいただける機
会です。定例会の日程をご覧いただき、ぜひ、お越し
ください。（詳しくは、市議会事務局へお問い合わせ
ください。）

第3回定例会の日程
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大　野　忠　之
大矢部
当選回数　2
◎教福　議運

渡　辺　光　一
浦賀
当選回数　2
○総務　観光

角　井　　　基
佐野町
当選回数　6
総務

加　藤　眞　道
湘南鷹取
当選回数　3
総務　議運　まち

市政同友会
団　長　山　口　道　夫
副団長　伊　東　雅　之

井　口　一　彦
小矢部
当選回数　1
総務　観光

松　岡　和　行
長井
当選回数　3
教福  ○議運

木　下　憲　司
浦賀
当選回数　3
総務　まち

田　辺　昭　人
上町
当選回数　3
生環　◎まち

青　木　秀　介
池田町
当選回数　4
副議長　都整　観光

委員会名の前の◎は委員長、○は副委員長
議員紹介
自由民主党

団　長　木　下　憲　司
副団長　田　辺　昭　人

公明党
団　長
副団長

研政
団　長　角　井　　　基
副団長　伊　関　功　滋

日本共産党
団　長
副団長

無所属みらい
団　長
副団長

無会派

伊　藤　順　一
平作
当選回数　4
◎都整　観光

南 　 ま さ み
西逸見町
当選回数　1
生環　まち

伊　東　雅　之
太田和
当選回数　6
都整

板　橋　　　衛
汐見台
当選回数　7
議長

西　郷　宗　範
三春町
当選回数　2
○教福　議運　観光

土 田 弘 之 宣
平作
当選回数　3
◎生環　議運　◎観光

杉　田　　　惺
久比里
当選回数　3
教福　○まち

山　口　道　夫
汐入町
当選回数　7
生環

鈴 木 真 智 子
武
当選回数　4
総務　◎議運

関　沢　敏　行
ハイランド
当選回数　2
教福　まち

石　山　　　満
追浜本町
当選回数　2
都整　観光

二　見　英　一
吉井
当選回数　1
生環

伊　関　功　滋
久里浜
当選回数　4
○生環　議運　観光

小　林　伸　行
野比
当選回数　2
都整　観光

本　石　篤　志
浜見台
当選回数　1
都整　まち

はまのまさひろ
長坂
当選回数　4
◎総務

髙　橋　英　昭
湘南鷹取
当選回数　1
生環　まち

長 谷 川 　 昇
長坂
当選回数　2
教福　議運　まち

永　井　真　人
鴨居
当選回数　2
総務　○観光

大　村　洋　子
浦賀
当選回数　3
総務　まち

矢 島 真 知 子
湘南鷹取
当選回数　7
生環　議運

葉　山　　　直
久里浜
当選回数　1
教福　まち

ねぎしかずこ
佐野町
当選回数　5
教福

井　坂　　　直
長沢
当選回数　1
生環　観光

嘉　山　淳　平
長井
当選回数　2
○都整　議運　まち

山本けんじゅ
大矢部
当選回数　1
都整

上　地　克　明
浦賀
当選回数　4
都整

小　室　卓　重
米が浜通
当選回数　1
教福

小 幡 沙 央 里
池上
当選回数　1
総務　観光

青　木　哲　正
野比
当選回数　4
生環

藤　野　英　明
若松町
当選回数　4
教福

山　城　保　男
富士見町
当選回数　2
都整

氏名
住所地
当選回数
所属委員会等顔写真

凡

例

総務＝総務常任委員会
生還＝生活環境常任委員会
教福＝教育福祉常任委員会
都整＝都市整備常任委員会

議運＝議会運営委員会
観光＝横須賀市観光立市推進特別委員会
まち＝�横須賀市まち・ひと・しごと創生

総合戦略検討特別委員会

会派に属さない議員

はまのまさひろ
矢 島 真 知 子

大　村　洋　子
ねぎしかずこ

鈴 木 真 智 子
土 田 弘 之 宣



　
６
月
９
日
か
ら
26
日
ま
で
第
２
回
定
例
会
を
開
催
し
、
１
億

６
千
万
円
余
を
増
額
す
る
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
し
て
議
案
30

件
、請
願
４
件
、陳
情
４
件
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
13
名
の
議
員
が
市
長
等
に
対
す
る
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
初
当
選
議
員
６
名
は
初
め
て
の
質
問
で
緊
張

し
な
が
ら
も
個
性
が
表
れ
、
新
鮮
味
に
あ
ふ
れ
た
本
会
議
と
な

り
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
市
立
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
旨
の
報
告
に

つ
い
て
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
急

き
ょ
予
備
日
の
他
に
も
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催
す
る
と

い
う
一
幕
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
日
本
丸
の
久
里
浜
港
招
致
に
関
す
る

一
般
質
問
へ
の
市
長
答
弁
が
事
実
と
異
な
る
と
し
て
、
渡
辺
光

一
議
員
が
久
方
ぶ
り
と
な
る
緊
急
質
問
を
行
い
、
さ
ら
に
、
上

地
克
明
議
員
か
ら
吉
田
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
る
と
い
う
横
須
賀
市
議
会
初
め
て

の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

第
2
回
定
例
会  

一
般
質
問

問 

横
須
賀
の
英
語
環
境
を

活
か
し
た
取
り
組
み
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
誘
致
な
ど
、
若
者

に「
選
ば
れ
る
ま
ち
横
須
賀
」

と
し
て
の
事
業
を
視
野
に
入

れ
た
展
開
を
さ
れ
る
か
。

答 

積
極
的
に
誘
致
策
と
し

て
事
業
を
展
開
す
る
事
は
考

え
て
い
な
い
。

問 

ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
今
後
に
つ
い
て
。

答 

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
側

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
検
証

し
て
い
く
。

問 

児
童
生
徒
が
横
須
賀
の

魅
力
を
再
認
識
す
る
手
立
て

に
つ
い
て
。

英
語
環
境
を
活
か
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

南
　
ま
さ
み  

議
員
　
　
自
由
民
主
党

「
子
ど
も
が
主
役
に
な
れ
る
ま
ち
」に
つ
い
て

小

室

卓

重  

議
員
　
　
無
会
派

横
須
賀
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
甲
子
園
出
場

山
本
け
ん
じ
ゅ  

議
員
　
　
無
所
属
み
ら
い

特
別
支
援
学
級
の
今
後・不
登
校
対
策
に
つ
い
て

小
幡
沙
央
里  

議
員
　
　
無
所
属
み
ら
い

戦
後
70
年
の
節
目
に
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
を
！

大

村

洋

子  

議
員
　
　
日
本
共
産
党

谷
戸
公
社
の
提
案
に
市
長
が
答
弁
拒
否

上

地

克

明  

議
員
　
　
無
会
派

雇
用
促
進
住
宅
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

ね
ぎ
し
か
ず
こ  

議
員
　
　
日
本
共
産
党

問 

都
市
イ
メ
ー
ジ
創
造
発

信
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
子

ど
も
未
来
プ
ラ
ン
の
整
合
性

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

い
ず
れ
も
子
育
て
施
策

の
強
化
を
主
眼
と
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

問 

こ
ど
も
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
起
用
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
伺
う
。

答 

発
信
力
も
あ
わ
せ
て
子

育
て
支
援
政
策
に
見
識
の
深

い
方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

問 

市
民
の
中
に
見
識
の
深

い
人
は
い
な
い
と
い
う
見
解
か
。

答 

生
活
実
感
の
中
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
け
る
方
も
い

る
と
思
う
が
、
俯ふ

瞰か
ん

的
な
立

場
か
ら
見
て
い
た
だ
け
る
方

に
お
願
い
し
て
い
る
。
広
く

市
民
の
意
見
は
お
聞
き
し
て

い
き
た
い
。

問 

子
ど
も
の
英
語
力
向
上

へ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
海

外
で
行
わ
れ
る
国
際
大
会
に

出
場
す
る
ま
で
も
な
く
国
際

交
流
が
で
き
る
と
い
う
環
境

利
点
を
生
か
し
、
各
競
技
団

体
チ
ー
ム
等
が
日
米
交
流
を

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答 

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
交

流
が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
る

か
、
教
育
委
員
会
を
交
え
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問 

市
長
は
以
前
よ
り
甲
子

園
を
高
校
ス
ポ
ー
ツ
の
象
徴

と
発
言
し
て
い
る
が
、
総
合

高
校
の
甲
子
園
出
場
に
対
す

る
市
長
の
本
気
度
を
伺
う
。

答 

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め

に
は
５
年
10
年
計
画
で
地
道

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

横
須
賀
市
に
お
け
る
産
業
推
進
計
画
に
関
し
て

葉

山

　

直  

議
員
　
　
無
所
属
み
ら
い

問 

企
業
間
連
携
や
工
業
組

合
の
あ
り
方
等
、
工
業
振
興

政
策
の
今
後
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答 

平
成
24
年
４
月
に
施
行

し
た
横
須
賀
市
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
横

須
賀
市
中
小
企
業
振
興
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
そ
の
方
向
性

を
３
つ
定
め
た
。１
つ
目
は
、

域
外
を
含
め
た
新
た
な
需
要

創
生
と
受
注
機
会
の
拡
大
。

２
つ
目
は
、
資
金
調
達
や
経

営
革
新
・
人
材
確
保
な
ど
の

支
援
。
３
つ
目
は
、
企
業
誘

致
の
推
進
と
創
業
支
援
な
ど

の
促
進
。
こ
れ
ら
の
振
興
政

策
を
実
施
す
る
こ
と
で
意
欲

あ
る
事
業
者
が
増
加
し
、
工

業
振
興
の
み
で
は
な
く
市
の

産
業
全
体
が
振
興
す
る
も
の

と
考
え
る
。

問 
国
立
特
別
支
援
教
育
総

合
研
究
所
と
授
業
の
進
め
方

や
I
C
T
活
用
に
つ
い
て
連

携
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
に

対
す
る
考
え
は
い
か
が
か
。

答
教 

日
本
最
先
端
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
特
別
支
援
教
育

総
合
研
究
所
が
本
市
に
あ
る

と
い
う
利
点
を
生
か
し
、
積

極
的
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。

問 

不
登
校
対
策
の
目
標
と

し
て
、
学
校
復
帰
だ
け
で
な

く
、
多
様
な
学
び
を
認
め
る

よ
う
に
し
て
は
い
か
が
か
。

答 

当
面
の
目
標
は
学
校
復

帰
だ
が
、
最
大
の
目
標
は
将

来
の
社
会
生
活
へ
の
参
加
。

国
の
多
様
な
教
育
機
会
確
保

法
案
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

学
校
以
外
の
多
様
な
学
び
に

つ
い
て
も
対
応
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

空
家
特
措
法
施
行
と
本
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

関

沢

敏

行  

議
員
　
　
公
明
党

問 

特
措
法
施
行
に
よ
る
空

き
家
対
策
の
新
た
な
効
果
は

何
か
。

答 

特
定
空
き
家
が
明
確
に

さ
れ
た
こ
と
や
代
執
行
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

利
活
用
に
弾
み
が
つ
く
こ
と

な
ど
。
特
に
調
査
・
情
報
収

集
で
、
空
き
家
の
所
有
者
等

に
早
急
な
指
導
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問 

実
態
調
査
の
結
果
や
通

報
さ
れ
た
情
報
な
ど
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
関
係
部
署
間

で
共
有
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

空
き
家
情
報
を
一
元
管

理
す
る
こ
と
は
、
空
き
家
対

策
を
推
進
す
る
上
で
有
効
な

手
法
だ
が
、
今
ま
で
は
関
係

部
署
で
対
応
し
た
件
数
把
握

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
今
後

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

問 

N
P
T
再
検
討
会
議
の

核
兵
器
全
面
禁
止
署
名
が
６

３
３
万
余
集
め
ら
れ
国
連
へ

提
出
さ
れ
た
。
市
長
に
も
署

名
を
お
願
い
し
た
が
署
名
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
な
ぜ
か
。

答 

市
と
し
て
の
姿
勢
は
既

に
示
し
て
あ
る
の
で
、
サ
イ

ン
は
し
て
い
な
い
。

問 

今
年
は
原
爆
投
下
か
ら

70
年
経
ち
、
平
均
年
齢
79
歳

を
超
え
た
被
爆
者
は
、
命
を

振
り
絞
っ
て
訴
え
て
い
る
。

平
和
首
長
会
議
の
県
内
加
盟

率
は
97
％
で
横
須
賀
市
だ
け

が
入
っ
て
い
な
い
が
加
盟
の

考
え
は
あ
る
か
。

答 

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

問 

広
島
市
長
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
と
呼
び
か
け

て
い
る
が
。

答 

参
加
す
る
考
え
は
な
い
。

問 

谷
戸
問
題
は
、
寄
付
を

募
っ
た
り
、
定
期
借
地
権
契

約
や
買
い
取
り
方
式
等
、
言

わ
ば
谷
戸
公
社
の
よ
う
な
法

人
を
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
問

題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答 

直
面
す
る
重
要
な
課
題

解
決
の
た
め
、
優
先
順
位
を

考
慮
し
な
が
ら
積
極
的
に
財

政
投
入
を
し
て
い
く
覚
悟
だ
。

問 

谷
戸
公
社
に
つ
い
て
再

度
質
問
す
る
が
。

答 

所
属
委
員
会
に
か
か
わ

る
質
問
な
の
で
答
弁
は
控
え

た
。
谷
戸
公
社
は
ひ
と
つ
の

ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。

問 

所
属
委
員
会
の
問
題
は

議
会
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ

を
理
由
に
答
弁
拒
否
は
こ
れ

ま
で
に
例
が
な
い
。

答 

こ
れ
ま
で
も
配
慮
し
て

い
る
。

※　

�

こ
の
他
に
、
藤
野
英
明
議
員
、
山
城
保
男
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
記
事
は
議
員
一
人
あ
た
り

年
２
回
ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

問 

市
長
は
、
平
和
台
・
公

郷
・
浦
上
台
に
あ
る
雇
用
促

進
住
宅
に
住
む
４
０
０
人
も

の
市
民
を
救
う
た
め
、
市
が

住
宅
を
引
き
取
る
と
い
う
手

段
は
考
え
な
い
の
か
。

答 

買
い
取
る
考
え
は
な
い
。

問 

施
設
配
置
適
正
化
計
画

の
個
別
施
設
分
野
別
実
施
計

画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
合

意
を
得
る
ま
で
市
民
と
議
論

す
る
と
い
う
姿
勢
で
臨
も
う

と
す
る
の
か
。

答 

合
意
を
得
て
進
め
て
い

く
と
い
う
姿
勢
で
臨
も
う
と

思
っ
て
い
る
。

問 

ハ
ワ
イ
で
の
墜
落
事
故

が
あ
っ
て
も
、
オ
ス
プ
レ
イ

は
安
全
で
防
災
に
も
役
立
つ

と
考
え
る
の
か
。

答 

そ
の
考
え
に
変
わ
り
は

な
い
。

安
保
法
案
、空
母
交
代
、中
学
校
給
食
に
つ
い
て

井

坂

　

直  

議
員
　
　
日
本
共
産
党

問 

安
保
関
連
法
案
の
成
立

に
よ
り
、
自
衛
隊
基
地
・
米

海
軍
基
地
の
機
能
強
化
が
進

む
本
市
へ
も
た
ら
さ
れ
る
影

響
は
。

答 

国
会
で
の
議
論
を
見
守

り
た
い
。

問 

原
子
力
空
母
の
存
在
は

抑
止
力
と
し
て
の
効
果
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答 

空
母
の
前
方
展
開
は
現

在
の
安
全
保
障
上
、
重
要
で

あ
る
と
国
か
ら
説
明
を
受
け

た
。問 

基
地
の
あ
る
自
治
体
の

首
長
な
ら
、
空
母
交
代
に
つ

い
て
市
民
に
対
し
十
分
な
説

明
責
任
を
果
た
す
使
命
が
あ

る
は
ず
。

答 

市
と
し
て
住
民
説
明
会

を
開
く
考
え
は
な
い
。

問 

中
学
校
給
食
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
今
後
論
議
を
重

ね
て
い
く
か
。

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を

も
と
に
議
論
し
て
い
く
。

答 

教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
い
く
。

問 

日
本
丸
招
致
を
久
里
浜

港
と
し
た
経
緯
に
つ
い
て
。

答 

日
本
丸
側
か
ら
の
希
望

が
あ
っ
た
事
も
大
き
な
要
因

で
あ
る
。

子
ど
も
に
関
す
る
政
策
判
断
と
高
齢
者
の
見
守
り

土
田
弘
之
宣  

議
員
　
　
公
明
党

問 

諏
訪
幼
稚
園
の
５
年
で

廃
園
は
、非
常
に
大
き
な
損

失
。財
政
の
無
駄
で
は
な
い
か
。

答 

ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
中
、
人
口
推

計
だ
け
を
も
っ
て
見
込
む
こ

と
は
難
し
か
っ
た
。

問 
市
長
の
政
策
集
の
政
策

転
換
が
必
要
、
中
学
校
完
全

給
食
実
施
の
検
討
に
早
急
に

シ
フ
ト
す
べ
き
で
は
。

答 

今
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
、
中
学
校
完
全

給
食
の
優
先
順
位
や
財
政
基

本
計
画
と
の
兼
ね
合
い
を
含

め
、
方
向
性
を
検
討
す
る
。

問 

高
齢
者
の
各
種
相
談
や

見
守
り
機
能
等
を
付
け
た
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

可
能
な
限
り
早
い
段
階

に
検
討
す
る
。

教とあるものは教育長の答弁

平成27年（2015年）8月14日第18号（3）



よこすか市議会だより平成27年（2015年）8月14日 第18号（4）

「よこすか市議会だより」は134,600部製作し、1部当たりの印刷経費は3.8円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

件　　名 結　果
教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める意見
書の提出について 可　決（全会一致）

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求め
る意見書の提出について 可　決（賛成多数）

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書の提出について 可　決（全会一致）
郵便等による不在者投票の対象者の範囲拡大を求める意
見書の提出について 可　決（全会一致）

吉田雄人市長に対する問責決議の提出について 可　決（賛成多数）

意見書・決議

＊�審査終了とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた場合
を言います。

件　　名 結　果

請
　
願

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める
意見書の提出について 採　択

政務活動費の精算払方式の導入について 継続審査
所得税法第56条の廃止を求める意見書の提出について 不採択
教職員定数の改善、義務教育費国庫負担制度の国負担２分
の１の復元及び教育予算の拡充を求める意見書の提出につ
いて

一部採択

陳
　
情

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書の提出について 趣旨了承
（意見書提出）

保険診療への消費税ゼロ税率課税適用を求める意見書の提
出について 審査終了

横須賀市船舶の放置防止に関する条例に基づき撤去された
船舶の原状回復について 趣旨不了承

子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）被害者の救済に
ついて 審査終了

請願・陳情

○は賛成、×は反対
平成 2７ 年第２回定例会　審議結果
議
案
番
号

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派
自
由
民
主
党

公

明

党

無
所
属
み
ら
い

市
政
同
友
会

研
　

政

日
本
共
産
党

青
木
哲
正

上
地
克
明

小
室
卓
重

藤
野
英
明

山
城
保
男

8人 ７人 7人 6人 ５人 ３人
69 横須賀市市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
70 横須賀市介護保険条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
71 平成27年度横須賀市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
72 横須賀市個人情報保護条例中改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
74 老人デイサービスセンター条例中改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

82 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員等に関する基準等を定める条例中
改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

86 手数料条例中改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
＊その他議案23件については、全会一致で可決しました。詳細は市議会ホームページにも掲載してありますので、ご覧ください。
＊議長は、議事を取り仕切る立場から、採決に加わりません。　＊会派所属議員名は２面をご覧ください。

 予算決算常任委員会
全議案を承認及び可決
　予算決算常任委員会は、予算決算議案とそれに
関連する議案を審査する委員会です。詳細な審査
は４つの部門別の予算決算分科会で行われます。
　各分科会では、平成27年度補正予算や条例改正
議案について詳細な審査を実施し、活発な質疑が
交わされました。
　常任委員会は、６月24日に会議を開き、各分科
会委員長から審査の報告を受け、討論では平成27
年度補正予算のうち戦艦陸奥主砲移転事業に反対
する旨の意見がありました。採決の結果、議案５
件のうち、２件は承認され、３件は原案どおり可
決されました。� （委員長　青木秀介）

 総務常任委員会（分科会）
戦艦「陸奥」の主砲、里帰りに向けて
　補正予算に関する審査では、戦艦陸奥主砲移
転事業について、移設場所の選定理由、同移設
事業を実施する本市所管部局の範囲、移設後の
維持管理方法、船の科学館にある戦艦陸奥ゆか
りの展示品をあわせて引き継ぐことの必要性、
「陸奥の会」による募金活動の状況など、横須
賀海軍工廠で建造された戦艦陸奥の主砲の里帰

りに向けて、活発な質疑が交わされました。
　また、再編交付金の増額補正については、原
子力空母配備にかかる交付金が継続的に交付さ
れる必要性、イージスＢＭＤ艦の新たな配備に
よる市民生活への影響などが議論されました。
� （委員長　はまのまさひろ）

 生活環境常任委員会（分科会）
個人番号カード交付事業に係る予算を審査
　平成27年度補正予算の審査では、個人番号
カード交付事業に係る補正について、個人情報
のセキュリティと従事職員への研修体制、交付
に係る経費の国庫負担の見込み、個人番号カー
ドの交付目標数の根拠と最終的な目標数、郵便
により送付される通知カードが市民に届かない
ケースへの対応方法など活発な質疑が行われま
した。その他の審査では、消防自動車２台の更
新、大津行政センター・コミュニティセンター
新築工事請負契約の変更について、リサイクル
プラザ破袋機整備工事請負契約について質疑が
あり、議案については全て可決されました。

（委員長　土田弘之宣）

 教育福祉常任委員会（分科会）
介護保険法改正に伴う条例改正議案等を可決
　予算に関する審査では、介護保険料率の変更
に関する市民周知の経過、学童クラブに対する

支援の方向性などについて質疑が交わされまし
た。
　また、介護保険法や国の省令改正に伴う条例
改正議案10件について、国の基準と異なる本市
独自の基準設定の状況、現行の基準を緩和する
ことにより想定されるリスクなどの質疑があ
り、付託された議案12件は全て可決されまし
た。市立幼稚園の今後のあり方についての報告
では、廃園に至る検討経過、廃園後の同園施設
の有効活用、公立幼稚園が担ってきた役割の継
承などについて多くの質疑が交わされました。
� （委員長　大野忠之）

 都市整備常任委員会（分科会）
分科会で1議案、常任委員会で8議案を審査
　都市整備分科会における主な質疑の内容は、
建築物構造計算審査の際に市が徴収していた1
件あたりの費用、平成26年度における同費用の
徴収件数、条例改正により生じる本市への影響
の有無についてなどです。また、都市整備常任
委員会においては、地下室容積率における本市
と国の基準比較、係留船舶の資産価値の有無、
船舶価値があるうちに早急な対応を行う必要性
についてなどの質疑がありました。採決の結果、
付託された８件の議案は全会一致で原案通り可
決されました。� （委員長　伊藤順一）

常 任 委 員 会 概 要

　改選後の新しい編集委員会
のメンバーです。６名のうち
４名が新人で、少しはフレッ
シュ感のある紙面になったで
しょうか。

編集後記


